
 

 

海外安全対策情報 平成２６年度第３四半期 

 

１．社会・治安情勢 

（１）１０月２３日，バトケン州ウズベキスタン国境検問所においてキルギス

側からウズベキスタン側に越境しようとしたウズベキスタン国民３人が身

柄拘束された。 

（２）１１月４日，キルギス・ウズベキスタン国境においてウズベキスタン市

民がキルギス国境警備隊に身柄拘束され，ウズベキスタン国境警備隊に引

き渡された。 

（３）１１月１８日，国家安全保障委員会はビシュケク市内において「ヒズブ・

タフリール」の女性活動家組織を摘発したと発表した。チュイ州及びビシ

ュケク市内における家宅捜索の結果，過激宗教主義の書籍，ＣＤ，ＤＶＤ，

リーフレット等約４００点が押収された。 

（４）１１月２０日，内務省第１０総局はビシュケク市において，タジキスタ

ン国内の過激宗教組織「タブリーギ・ジャマアト」の構成員１人を拘束し

たと発表した。同人は不法に入手した旅券を利用して，２００９年８月に

バトケン州経由でキルギスに入国し，ビシュケク市内において同組織の積

極的な活動を行っていた。１８日ビシュケク市ペルボマイスキー地区裁判

所は同人の国外追放決定を下している。 

（５）１１月２６日，バトケン州国境警備隊は，車のトランク内に５人のウズ

ベキスタン国民を隠匿した上で，キルギスへの入国を試みたキルギス国民

１人を逮捕した。 

（６）１１月２７日，キルギス・カザフ国境において，タジキスタン市民が違

法にカザフスタン側への越境を試みた容疑で国境警備隊に身柄拘束され

た。 

（７）１１日，チュイ州イシク・アタ地区において，手製ライフル及びその弾

丸，武器作成用図面，過激宗教関係書籍及びそのＣＤ等を所持していたカ

ザフスタン国民が逮捕された。 

（８）２５日から３１日までの間に，過激宗教組織の指導者１人及び構成員９

人を解明し，過激宗教関係のＣＤ４０枚，書籍８冊，リーフレット，ノー

ト等７８点を押収したと，３１日内務省が発表した。 

 

２．一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

  殺人，強盗等の凶悪事件が散見される他，空き巣，公共交通機関やバザー

ルでのスリ，置き引き等の窃盗事件が日常的に発生し，銃器薬物関係犯罪の

発生も多い。日本人は，路上強盗，窃盗，また官憲による賄賂の要求等に特



 

 

に注意を要する。 

（１）殺人・強盗等、凶悪犯罪の一例 

  ア １０月２日，ビシュケク市内ドルドイバザールにおいて，男性の死体

が発見された。警察は殺人事件として捜査を開始した。 

  イ １０月１２日，オシュ州において身元不明の２体の遺体が発見された。

現場検証の結果，弾丸が発見され，警察において殺人事件として捜査が

開始された。 

  ウ １０月１３日，ビシュケク市アラメディン地区で６５歳の店舗従業員

が殺害された。警察は１１月２１日被疑者を逮捕したと発表した。 

  エ １０月２３日，チュイ州コッシュ村において発見された女性の遺体に

関し，３０日警察は殺人容疑で容疑者２人を逮捕した。容疑者の自宅か

らはマリファナが発見され，警察に押収された。 

  オ １１月１４日，ビシュケク市内において警察官が狙撃され，殺害され

た。同日警察は被疑者を逮捕した。 

  カ １１月２３日，ビシュケク市レフ・トルストイ通り所在の「エコ・イ

スラミック」銀行に男性２人が押し入り，従業員を銃で脅迫し，現金１，

４９７，０７５７ソム，１３，１８１米ドル，５９８，６１５ルーブル

及び１７４，０００テンゲを強奪した。警察は同日被疑者を逮捕した。 

  キ １１月２７日にビシュケク市ペルボマイスキー地区で男性の遺体が発

見され，１２月１８日，男性を殺人容疑で逮捕したと警察が発表した。 

  ク １２月１６日，ビシュケク市ペルボマイスキー地区のタクシー内で強

姦事件が発生し，警察はタクシー運転手を逮捕した。 

    ケ  １２月２０日，緊急事態省はビシュケク市ミクロライオン地区におい

て女性の遺体を発見したと発表した。遺体は治安機関に送られ，現在捜

査中である。 

  コ １２月２２日早朝，ビシュケク市スベルドロフスク地区所在の幼稚園

内で女性の遺体が発見された。翌２３日，幼稚園の警備員の男性を殺人

容疑で逮捕したと，警察が発表した。 

    サ ２４日，ビシュケク市ペルボマイスキー地区を走行中のマルシュルー

トカ内において，乗車中の女性を暴行した上，現金３００米ドル及び７，

０００ソムを強奪した男性が逮捕されたと，警察が発表した。 

（２）邦人被害 

   １０月２日午後６時３０分ころ，ビシュケク市に滞在中の短期旅行者の

男性１名が路上において３～４人組の男に鈍器で殴打され，現金等を強奪

される強盗事件が発生した。 

 



 

 

３．テロ・爆弾事件発生状況 

（１）テロ事件 

認知していない。 

（２）爆弾事件 

   認知していない。 

  

４ 誘拐・脅迫事件発生状況 

（１）誘拐・脅迫犯罪の一例 

  ア １１月１２日，チュイ州トクモク市内において女性が誘拐された。警

察は１９日容疑者５人を逮捕したと発表した。警察によると，被疑者ら

は誘拐結婚目的で女性を誘拐したとのことである。 

  イ １１月１７日，警察はビシュケク市内において男性を誘拐した容疑で

被疑者３人を逮捕したと発表した。 

  ウ １１月１９日，警察はビシュケク市内において女性を誘拐した容疑で

被疑者６人を逮捕したと発表した。 

  エ ９月２日，ビシュケク市内中心部において男性が誘拐された。警察は

１２月２日，誘拐，強盗，自動車の不法占拠容疑で被疑者３人を逮捕し

たと発表した。 

（２）邦人被害 

認知していない。 

 

５．日本企業の安全に関する諸問題 

キルギスでは，１９９９年８月に南部バトケン州において，邦人４名等が過

激派武装勢力により誘拐されており，注意を要する。（了） 

 


